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私とは 
私と環境のことである 

そしてもし 
この環境を救わないなら 

私も救えない 
（オルテガ・イ・がセット）



IT化の方程式 

経営＝環境 経営＝環境 × × 原理 原理 
（伊丹敬之） （伊丹敬之） 

IT IT 化＝環境 化＝環境 × × 原理 原理 

環境 

原理 

掛け算



囚人のジレンマ 
Aの選択 

B 
の
選
択 非協力 

（自白す 
る） 

協力 

（しらを切 
る） 

非協力 

（自白する） 

協力 

（しらを切る） 

10年 

不起訴 

無期 

無期 

10年 不起訴 

1年 

1年 

それぞれの人間にとっては「協力」よりも「非協力」の方が有利 

しかし、二人がともに自分にとって有利な非協力を選択すれば二人とも望ましくない結果と 
なる



一度きりと反復 

一度きり 

→あまり「協力」を選択しない→裏切りのカード 

反復

→最初のうちは「協力」が低下する 

→その後「協力」が増加 

→一度きりよりは協力度が高くなる→協力のカード 

→応報戦略（アクセルロッドのコンピュータシュミレーション） 

→進化的に安定な戦略（ESS）



関係の固定化による社会的不確実性の低減 

（出典：山岸俊男『信頼の構造』1998年，東京大学出版会） 

応報戦略による関係の固定化 

長期的関係→長期的利益 

建設業協会（事業者団体） 

談合・調整という応報戦略 

では、これは信頼なのか？ 

信頼だとすれば誰に対する信頼なのか？



以下は 以下は 
2007 2007 年 年 7 7 月の講演 月の講演 

資料からの引用 資料からの引用



建設業を 建設業を 
取り巻く環境は 取り巻く環境は 

厳しさを 厳しさを 
増しています。 増しています。



グローバリズム グローバリズム 
金融資本主義 金融資本主義



二極化 二極化 
分断された経済 分断された経済



グローバル経済圏への接続 グローバル経済圏への接続 
（勝ち組） （勝ち組） 

ドメスティック経済圏 ドメスティック経済圏 
（負け組） （負け組）



引用終了 引用終了



今起きていること 今起きていること



金融資本主義の崩壊



今までとなにが違うのか



麻生太郎



リチャード・クー 

麻生太郎の経済 
政策ブレーン？



GDP 

GDP（国内総生産）＝国内総支出 

国内総支出（国内総生産）=民間 
消費+民間投資+政府支出+(財 
貨･サービスの輸出-輸入)



今直面している公共工事という問題 

地方財政の体力的な限 地方財政の体力的な限 
界と、雇用対策の必要性 界と、雇用対策の必要性 
とのトレード・オフの関係 とのトレード・オフの関係 
増田岩手県知事 増田岩手県知事（当時）のことば （当時）のことば 

金魚論



地方の建設業の淘汰 
は進む 

サービス業にでもいっ 
てちょうだい 

当時の国交省は… 

効率性と合理性を考えれば地 
方の建設業者は不要かもしれ 
ないが・・・



やっしー 

長野県では・・・（当時） 

一般競争入札 
だよ 

農業もいいよ 

林業もあるよ



構造改革は500万人の雇用を生み出す 
と言われていた（当時） 

住宅、介護、子育て、教育など、 
生活関連の規制改革を断行すれ 
ば、さまざまなサービス産業が花 
開き、500万人の雇用が生まれ 
る！ 

「ナイーブ」な 

市場原理への 

偏向



なぜか？ 

なぜか？ なぜか？



ここで経済学のことを少し 

ヒエラルキー・ 

ソリューション 

（利益誘導型選挙） 

マーケット・ 

ソリューション 

（市場原理） 

経済学が生んだ二つの問題解決方法



デマンド・サイド 
需要の経済学 

デマンド・サイド 
需要の経済学 

経済学略図（2003年版） 

マルクス経済学派 マルクス経済学派 

新古典経済学派 新古典経済学派 

近代経済学派 近代経済学派 

ケインズ経済学派 ケインズ経済学派 

新古典経済学派 新古典経済学派 

合意的期待形成学派 合意的期待形成学派 

サプライ・サイド・エコノミックス 

供給の経済学 

マーケット・ 

ソリューション 

市場原理 

ヒエラルキー・ 

ソリューション 

選挙



デマンド・サイド 
需要の経済学 

デマンド・サイド 
需要の経済学 

政治経済学略図（2008年10月初頭版） 

新古典経済学派 新古典経済学派 

近代経済学派 近代経済学派 

ケインズ経済学派 ケインズ経済学派 

新古典経済学派 新古典経済学派 

合意的期待形成学派 合意的期待形成学派 

サプライ・サイド・エコノミックス 

供給の経済学 

マーケット・ 

ソリューション 

市場原理 

ヒエラルキー・ 

ソリューション 

選挙



今という時代 

金子郁容「新版 コミュニティ・ソリューション」2002年4月22日，岩波書店 

グローバル化とコミュニティ化が 
同時進行している 

G：グローバル化 

C：コミュニティ化 

インターネット社会



GC空間と四つの「指向」 

第Ⅰ象限 

グローバル指向 

＋コミュニティ指向 

第Ⅳ象限 

ノングローバル指向 

＋ノンコミュニティ指向 

第Ⅱ象限 

コミュニティ指向 

Ｇ：グローバル化大 

グローバル化小 

Ｃ
：

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

化
大

 

コ 
ミュ 
ニ
ティ 
化
小 

金子郁容「新版 コミュニティ・ソリューション」2002年4月22日，岩波書店，p86の表を修正 

第Ⅲ象限 

グローバル指向 

どぼん



GC空間とふたつの「問題解決方法」 

第Ⅰ象限 

グローバル指向 

＋コミュニティ指向 

第Ⅳ象限 

ノングローバル指向 

＋ノンコミュニティ指向 

第Ⅱ象限 

コミュニティ指向 

グローバル化小 

Ｃ
：

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

化
大

 

コ 
ミュ 
ニ
ティ 
化
小 

金子郁容「新版 コミュニティ・ソリューション」2002年4月22日，岩波書店，p86の表を修正 

第Ⅲ象限 

グローバル指向 

ヒエラルキー・ 

ソリューション 

どぼん 

マーケット・ 

ソリューション 

短絡的マーケット・ 

ソリューション信奉 

Ｇ：グローバル化大



コミュニティの破壊 

官製談合の摘発



建設投資の国内総生産に占める比率



開発主義の終焉



しかし我々はローカルな存在である 

第Ⅲ象限 

グローバル指向 

（CALS） 

第Ⅰ象限 

グローバル指向＋ 
コミュニティ指向 

第Ⅳ象限 

ノングローバル指向 
＋ノンコミュニティ 

指向 

第Ⅱ象限 

コミュニティ指向 

G大 

G小 

C大 C小 

金子郁容「新版 コミュニティ・ソリューション」2002年4月22日，岩波書店，p86の表を修正



必要なのは 必要なのは 
町内的であることと 町内的であることと 

「みんな」との 「みんな」との 
関係性である 関係性である



「街的」であること 

町内会がしっかりしていれば 
大丈夫！



町内会的に 
自ら 

情報を 
発信する



人間は 
情報がないと 
身動きがとれない



従来は 
情報を発信しない 
という手もあった



おぼんのような世界



わからない世界



ブログ化 
CMS 

（コンテンツマネジメントシステム）



事業者団体ブログの目標 

自分のためにしたことが 
「われわれ」のために 
成り得るシステム



町内会的に 
たずさわる 
システムを 

協会や企業が実装 
する



(c) Copyright TOSIO MOMOTI 2006.All rights reserved. 
無断複製厳禁 

桃知 利男 
E-mail pinkhip@dc4.so-net.ne.jp 

URL http://www.momoti.com/ 

ご面倒をおかけいたしますが、ご連絡はメールでお願いいたします。
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